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フェニレフリンとトロピカミド点眼による隅角の広さの変化 (図 3)

山   森    [l召 (東京都山森眼科)

Clhange in Angle Width by:Phenylephrine and′ I｀rOpicanlide

Akira Yamamori
Yamamoi Eye Clinic, Tohyo

要  約
平均年齢61.2歳の28人52眼に5%フ ェニレフリンを点眼 した場合と,平均年齢53.7歳の19人 34眼 に0.4%ト
ロピカ ミドを点眼 した場合の隅角の広 さの変化量 dWを しらべた。フェニ レフリンではdW=+0.0479±
0.0502mmで あり,ト ロピカミドでは,dW=+0.0012± 0.0456mmであった。すなわちフェニレフリンを点眼
すると,隅角が広 くなる眼が狭 くなる眼より圧倒的に多い。フェニレフリン点眼では平均して隅角が t検定で
有意に広がる(p<0.001)。 しかしトロピカ ミド点眼では平均 して隅角の広さの変化には有意差はなかった。(日

眼 91:1201-1203,1987)
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Photographs of a microscale fitted ., 
" 

*#;rt;?""t, un*ru were observed microscopically and the
actual length of the object in the angle corresponding to one graduation of the ocuJar micrometer was
measured. In the photographs of human eyes taken by orthodirection gonioscopy,), the distance
between the boundary of the external wall of the angle and the iris, and the pigment spot on the
external wall of the angle, e.g. Schwalbe's line and the end of iris processes, were measured using a
micrometer. Changes in this distance after the administration of eye drops were represented by d\ry:r.
Changes in angle width, dW were studied after administration of 5)d phenylephrine solution eye drops
in 52 eyes, and drops of 0.4% tropicamide solution were administered in 34 eyes. With phenylephrine
the dW was f 0.0479+0.0502mm and with tropicamide the dW was t0.0012-+-0.0456mm. When drops of
phenylephrine were administered the angle width increased in more eyes than in those in which it
decreased. Thus, phenylephrine widened angles with a statistical significance (p<0.001). However, no
significant difference was observed following administration of tropicamide eye drops.
(Acta Soc Ophthalmol Jpn 91 : 1201-1203, 198?)
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I緒  言
検査に多く用いられる散瞳剤として, フェニレフリ

ンとトロピカミドがある。 これらを点眼するときの隅
角の広さの変化を定量的にしらべた研究はまだ見当ら

ない.今回これを行ったので報告する。

II 実験方法

点眼液としては 5%塩酸フェニレフリン液 (ネ オシ
ネジンコーワ5%点 眼液①)と 0.4%ト ロピカミド液
(ミ ドリン①M)を用いた。点眼前の上下耳鼻側の隅角
を正方向隅角検査法 1)と 同ダブル撮影法2)で撮影する。
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図 1 フェニレフリンの1例
a:点眼前.b:点眼後

64歳男,右眼耳側隅角,虹彩寄り照明2),dw=+0.22mm

次にフェニレフリン液又は トロピカミド液を 1滴点眼

し, 1時間乃至 1時間半後に隅角を同様に撮影する。

この点眼前後の写真から,隅角の広さの変化量 dW3)を

計測する.計測不能の隅角を除いて,上下耳鼻側隅角

の dWを平均して,その計測眼のdWと した。図 1は
フェニレフリンを点眼した 1例であり,aは点眼前,b
は点眼後の隅角の写真である。線維柱帯の色素の形か

らわかるように,aの矢印とbの矢印は同一部位を示

す。各 2本の矢印の先端の間隔が点眼後広 くなってい

る。この広くなった分を計測して,dW=+0.22mmが
求まる.点眼前に見えなかった毛様体が点眼後明らか

に広 く見えている.図 1の例はこの論文の実験中で

dWが最大であった例である。

III 結  果

無作為抽出した男15女13計28人平均年齢61.2歳,右

26左26計 52眼 のフェニレフリン液点眼前後の dWと

眼数を図 2に示す。この dWの平均は+0.0479mm,

SDは0.0502mmである。そして,フ ェニレフリン液の

群の眼とは異なり,且つ無作為抽出した男 5,女 14計

19人平均年齢53.7歳 ,右 17左 17計 34眼の トロピカミド

液点眼前後の dWと 眼数を図 3に示す。このdWの平

均は+0.0012mm,SDは 0.0456mmで ある。図 2か ら

フェニンフリン液を点眼すると,隅角が広くなる眼が

狭 くなる眼より圧倒的に多い。Studentの t検定を行

えば, 5%フ ェニンフリン液を点眼すれば,何 も点眼

しない場合に比べて平均 して隅角が有意に広がる

(p<0.001)。 しかし図 3か らわかるように,0.4%ト ロ

ピカミド液を点眼すると,略同程度に隅角が広くなっ

たり狭くなった りする。すなわち トロピカミド液点眼

の場合は何もしない場合に比べて,平均して隅角の広

さは t検定によれば有意の差はない。
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図 2 フェニレフリン点眼前後の dWと 眼数.28人 52
眼, dW=+0.0479± 0.05021nrn
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図 3 トロピカミド点眼前後の dWと 眼数。19人 34
眼,dW=+0.0012± 0.0456mm

瞳孔径を明室でハープ瞳孔計で測った。点眼後の瞳

孔直径から点眼前の瞳孔直径を差引いた値を散瞳幅4)

として表す。フェニンフリンの52眼の散瞳幅の平均は

3.97± 1.00mmであり, トロピカミド液の34眼の散瞳

幅の平均は3.12± 0.85mmで あった。t検定により前

者と後者との間には有意の差がある(p<0.001)。 しか

し本研究の目的は何も点眼しない場合に比べてフェニ

レフリン液点眼による隅角の広さの変化をしらべるこ

とであり,また別に何も点限しない場合に比べてトロ

ピカミド液点眼による隅角の広さの変化をしらべるこ

とである。すなわち本研究の目的は隅角の広さの変化

を 5%フ ェニレフリン液を点眼する場合と0.4%ト ロ

ピカミド液を点眼する場合とを比較する目的ではな

い。したがって両者の場合の散瞳幅の平均に有意の差

があっても問題にはならない.なお0.4%ト ロピカミド

液点眼の場合の隅角開大群の15眼の散瞳幅の平均は

3.13± 0.74mmであり,隅角狭小化群の16眼の散瞳幅
の平均は3.13± 0.94mmであり,t検定によりこの両

者には有意の差はなかった。

IV考  按

フェニレフリンは瞳孔散大筋を刺戟して瞳孔を収縮

させる0)6)。 すると虹彩根部を後側から引くので隅角が

広くなるであろう。また瞳孔散大筋が収縮して散瞳す

れば,虹彩根部が厚くなり隅角が狭くなるであろう。
この両者のうちのいずれが強く作用するかによって,

隅角が広くなり又は狭くなるのであろう。 フェニンフ
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リンでは隅角が広 くなる眼が圧倒的に多いのは前者が

後者より強 く作用する眼が多数を占めるためであろ

う。

トロピカミドは調節筋を弛緩させ7),水 晶体前面が

後退し8),そ の結果隅角が広 くなる。また トロピカミド

は瞳孔括約筋を麻痺して散瞳させる。すると虹彩根部

が厚くなり,その結果隅角が狭くなる.ト ロピカミド
では隅角が広 くなる眼と狭 くなる眼とが略同数である

のは前者が強く作用する場合と後者が強く作用する場

合とが略同数に起るためであろう。

フェニレフリン散瞳による隅角の閉塞について,荻
野
9)は
閉塞隅角緑内障の素因ありと思われる23眼中10

眼で著明な眼圧上昇あり, これは隅角が閉塞したもの

としている.こ の研究で用いた正方向隅角検査法では,

極めて狭い隅角におけるdWを計測出来ぬことが多
い。このような狭隅角眼におけるフェニンフリンによ

る隅角の広さの変化は今後の研究にまつ。
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